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山梨の子どもたちは…
校長室窓から見える七面山が、ここ数日で一段と色づいてきました。校庭のいちょうの木も、まっ黄色

に染まりました。暦の上でも立冬を迎え、晩秋から初冬に一気にギアチェンジした感がします。七面山を

かかえる本校は日没が早く、太陽が七面山にかくれてしまったのは１３時３５分。その後から急に寒くなっ

てきます。健康に気を付け、元気に令和元年のまとめに向かう早川南小学校でありたいと思っています。

さて、No.22で今年の全国学力・学習状況調査(全国

学力テスト)の本校の概要をお知らせしたところですが、

山梨県全体の傾向について話題にしたいと思います。左

の「いいじゃん！やまなし」は、山梨県総合教育センターが

発行している、今年度の全国学力テストの児童生徒質問

紙から、山梨県の子どもたちの特徴的なところをまとめた

ものです。総合教育センターのHP内からも見ることがで

きます。

山梨県の子どもたちは、「自分にはよいところがある」

「人が困っているとき、進んで助けている」「失敗を恐れな

いで挑戦している」については、小中全国トップレベルだ

そうです。また、「地域の行事に参加している」「お互いの

意見を生かして解決方法を決めている」については、全国

との差が１０ポイント以上いい数字が出ているようです。

国語や算数の結果のみがクローズアップされがちな全

国学力テストですが、児童生徒質問紙で問われたことも、

とても大切だと思います。他にも、以下のような設問にお

いて高い数値結果が出ました。

家庭学習の時間についての質問もありました。右の

折れ線グラフは、「平日、１日１時間以上勉強をしてい

る」という質問に対しての過去１２年間の推移です。下

の線が山梨ですが、数値が上がったきていることがわ

かりますね。学校での学習と家庭での学習がしっかり

とつながっていくことが学力の定着には欠かせません。引き続きご家庭でのご協力をお願いします。知・

徳・体バランスのとれた生きる力を持った子どもを育むため、今後も努力してまいります。
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